
図面リスト

高 専 開 設 準 備 局 事 務 所 改 修 工 事

公立大学法人　滋賀県立大学
高専開設準備局　総務・施設整備課

株式会社　豊建築設計事務所

































標仕または改修標仕に規定する電気保安技術者をおくものとする。

（外灯も含む）

工事種目（●印を適用し、各一式とする。）
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章 特　記　事　項項　目

下記の特記事項は、選択肢となっている場合は●印がついたものを本工事に適用する。ただし、●印のないものは※印を適用する。

章 特　記　事　項項　目
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工事項目に建築工事及び機械設備工事を含む場合、その工事は当該図面による。

品目

分電盤

細目 適用範囲

照明制御装置

可変速運転用インバータ装置

盤類

高圧機器

交流無停電電源装置

太陽光発電装置

監視カメラ装置

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギア（CW形）

高圧スイッチギア（PW形）

高圧交流遮断器

高圧進相コンデンサ

 高圧限流ヒューズ

 高圧負荷開閉器

 高圧変圧器（特定機器）

監視制御装置

一般屋内用ＬＥＤ照明器具

パワーコンディショナ
及び系統連系保護装置

別表１ ＜電気＞  

中央監視制御

電力共通 取引用計器 地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器 床上～中心 1,800～2,200

分電盤・壁掛形制御盤 床上～中心 1,500（上端1,900以下）

スイッチ（一般） 床上～中心 1,300

スイッチ（多目的便所等） 床上～中心 1,100

スイッチ（自動扉用） 床上～中心 1,700

コンセント（一般） 床上～中心 300

コンセント（和室） 床上～中心 150

コンセント（台上） 台上～中心 150～300

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

コンセント（機械室・車庫） 床上～中心 800～1,300

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100～2,300

ブラケット（踊場） 床上～中心 2,000～2,500

ブラケット（鏡上） 鏡上端～下端 50

開閉器箱 床上～中心 1,500

操作用スイッチ 床上～中心 1,300

試験用接続端子箱 床上～下端 800

接地端子箱 地上、床上～中心 500

給油口ボックス 地上～給油口 1,100

壁付アウトレット（一般） 床上～中心 300

壁付アウトレット（和室） 床上～中心 150

壁掛形端子盤（室内） 床上～下端 300

集合保安器箱 天井下～上端 200

壁掛電話機 床上～中心 1,300

壁付アウトレット（一般） 床上～中心 300

壁付アウトレット（和室） 床上～中心 150

壁掛形親時計 床上～中心 1,500（上端1,900以下）

子時計 床上～中心 （天井高）×0.9

情報・出退表示盤 床上～中心 （天井高）×0.9

電灯

雷保護

受変電

発電

構内情報通信網

構内交換

情報表示

壁付発信器 床上～中心 1,300

ベル・ブザー・チャイム 床上～中心 （天井高）×0.9

壁掛形スピーカ 床上～中心 （天井高）×0.9

壁付アッテネータ 床上～中心 1,300

外部受付用インターホン（子機） － 標準図による

壁付インターホン（上記以外） 床上～中心 1,300

壁付呼出ボタン（ひも付） 便器座面～中心 400～550（JIS S 0026による）

（トイレ等呼出） 床上～中心 400（便器前方横設置）

壁付呼出表示灯（トイレ等呼出） 床上～中心 （天井高）×0.9

壁付復帰ボタン（トイレ等呼出） 床上～中心 1,300

機器収容箱 天井下～上端 200

テレビ端子・直列ユニット（一般） 床上～中心 300

テレビ端子・直列ユニット（和室） 床上～中心 150

受信機・副受信機・連動制御器 床上～操作部 800～1,500

機器収容箱 床上～操作部 800～1,500

拡声

誘導支援

障害者用インターホン（子機） 床上～中心 1,000～1,100

壁付呼出表示器（トイレ等呼出） 床上～中心 1,500

テレビ共同受信

発信機 床上～中心 800～1,500

警報ベル 床上～中心 2,300

表示灯 床上～中心 2,100

壁付ガス検知器（都市ガス用） 天井下～上端 300

壁付ガス検知器（液化石油ガス） 床上～上端 300

接地極埋設標 地上～中心 600

火災報知

その他

名　　　　　　 称 測　　 点 取 付 高（ｍｍ）

別表２ 機器標準取付高さ（天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は、監督職員と協議する。）

動力

章 特　記　事　項項　目

●

下記の項目は、●印のついたものを本工事に適用する。

施工する。

必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い

その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

施 工 基 準

施工監理チェックリスト 施工に際し、施工手引き書である電気設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築課　令和元年

度版）に従う。

●

○ 石綿含有建材の事前調査

　こと。

1. 大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令に基づき実施する

● 電 気 保 安 技 術 者

生発● 等処 理の材

　　　　引き渡す。（保管容器　※別途工事　○本工事）

　　　　特別措置法（平成１３年法律第６５号）」によるほか、ＰＣＢが流出しない保管容器に収納し、

　　　　ＰＣＢを含有する電気機器等は、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適切な処理の推進に関する

　　　　（運搬・処分費は　○本工事（ＰＣＢ含有機器を除く）　※別途）

　　　○有（○ＰＣＢ含有機器　○据置鉛蓄電池（廃酸）　○廃油　○石綿　○　　　　　　　　　）

（２）特別管理産業廃棄物　　※無

　　　〇有（○金属類　　○金属機器類　　○電線、ケーブル　　○鉛蓄電池　　○　　　　　　　）

（１）引渡しを要するもの　　※無

工事補足説明事項によるほか、以下による。

　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　○太陽電池式ポール形屋外時計　　○

修 工 事 の

仕 様 囲用適 範書

改〇

〇改修標準仕様書（ ※全部　　○別館　　　○　　　　　○　　　　　○屋外　　　 ）

気 類物 種の工 作 ※事業用電気工作物　　○一般用電気工作物電

著 権 等作

気電

保

工 事 士

規 程安

工 事 の力 備設用 電

保 安 責 任 者

最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

●

●

○

○

●

○標準仕様書　　（ ※全部　　○庁舎　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　 ）

設● 備 機 材 等

● 施 査調工

○ 非 破 壊 検 査

〇 等埋 物設

適 分区用

〇 風 圧 力 及 び

積 雪 討の重 検荷

〇

　○受雷部及び引下げ導線　○太陽電池アレイ及び接続箱　○風車発電装置

旨の検討（計算等）を行い、監督職員に報告し承諾を得る。

以下の設備に関して建築基準法に定めるところによる風圧力及び積雪荷重に対し、構造耐力上安全である

　〇積雪荷重　：　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（ ３２ ）

　〇風圧力　　：　風速Ｖｏ（○３０　○３２　〇３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　〇Ⅲ　○Ⅳ）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

費用は本工事とする。放射線透過検査が必要な場合は監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

施工場所を鉄筋探査機（電磁波レーダー法）により探査し、鉄筋及び配管類の位置に墨出しを行うものとし、

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。

場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

の既設配管配線も含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経路等が不明な

改修標準仕様書によるほか、施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内

　　調査方法（●図示　　　　　　●目視　　　　）

　　調査項目（●既存資料調査　　○　　　　　　）　　調査範囲（●図示　　　　　　○　　　　　　）

●事前調査（事前確認は改修標準書による。）

　　○型式調査：○配線用遮断器

○以下の撤去する機器類等へのアスベスト含有の有無について調査し、監督職員に報告する。

　　　　　リサイクル対策部産業廃棄物課）により行うものとし、分析費用は本工事とする。）

　　　　（分析は「絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル」（環境省大臣官房廃棄物

　　○絶縁油分析調査：変圧器　　台　　高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　台　　高圧ﾘｱｸﾄﾙ　　台　　交流遮断器　　台

　　○型式調査：○照明器具安定器　　○変圧器　　○高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　○高圧ﾘｱｸﾄﾙ　　○交流遮断器　　

○以下の撤去する機器類等の絶縁油へのＰＣＢ混入の有無について調査し、監督職員に報告する。

改修標準仕様書によるほか、下記による。

　　６）　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　５）　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　４）　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

　　３）　安定的な供給が可能であること。

　　２）　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　１）　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

とができる。

発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料等の提出を省略することができる。

出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の１）から６）すべての事項を評価された事を示す外部機関が

とする。また、別表１に示す設備機材等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たす証明となる資料を提

本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有するもの

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

保安責任者は、適切な保安業務を行う。

　　　○小型二次電池（運搬・処分費は　※本工事　○別途）

　　　○蛍光ランプ、ＨＩＤランプ（運搬・処分費は　※本工事　○別途）

　　　○特定建設資材（工事補足説明事項による。）

（５）再生資源化を図るもの

　　　　に含まれるＳＦ６ガスは、製造者又はガス回収業者による再使用又は再資源化。）

　　　○有（運搬・処分費は　※本工事　○別途）（ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等、受変電機器

（４）六ふっ化硫黄（ＳＦ６）ガス　　※無

　　　○有（運搬・処分費は　※本工事　○別途）（製造業者又は販売業者による処分。）

（３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　※無

受入時間：

受入期間：

受入可能な土質区分：

受入条件搬出場所

名称：

住所：

その他：

　　●構内指示の場所に敷きならし　○構内指示の場所にたい積

　　※構外搬出適切処理（運搬・処分費は　※本工事　〇別途）

（６）建設発生土

（７）その他発生材　　工事補足説明事項による。

　　搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に

　　報告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に

　　提出し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

　　提出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

機器水槽類機器

1.5

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

一　般設置場所 重　要

特定の施設 一般の施設

重　要 一　般

〇 耐 施 工震

とあ 施 工 ン カ ーア

○ 物建 のへ 配 管

置震 処の込 部引 耐

１）設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、次の設計用水平地震力

　　及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損等が生じないように検討（計算等）を行い、監督職員

　　　・設計用水平地震力：設計用標準水平震度に、機器の重量（ｋＮ）を乗じたものとする。

　　　・設計用鉛直地震力：設計用水平地震力の１／２とし、設計用水平地震力と同時に働くものとする。

　　　・設計用標準水平震度（※下表による　○図示による）

 中　 　　間　 　　階

 １ 階 及 び 地 下 階

 上層階、屋上及び塔屋 2.0（2.0）

1.5（1.5）

1.0（1.0）

機器 水槽類 機器

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

0.4（0.6）

　　　　　注1）（　）内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

　　　　　　2）上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は

　　　　　　 　上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

　　　　　　3）中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないものとする。

　　　　　　4）屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。

　　　　　　5）重要機器（水槽類含む）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

　　　　　　　〇配電盤　　　　○発電装置（防災用）　○直流電源装置  ○交流無停電電源装置

　　　　　　　○構内交換装置　○自動火災報知受信機　○中央監視装置　○

２）横引き配管等の耐震支持は、施設の分類に応じたものとする。

　　試験方法　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築改修工事監理指針（下巻）（令和元年度）

　　　　　　　「8.12.7性能確認試験」による。

　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築改修工事

　　　　　　　標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）「8.12.7施工確認試験」による。

　　確認強度　監督職員との協議による。

地盤変位への対応

（想定沈下量　　　○小規模 ０．２ｍ以下　　○中規模 ０．６ｍ以下　　○大規模 １．０ｍ以下）

　　に報告し承諾を得る。

施工上の留意事項等●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＥＰＳ、共同溝内の塗装　要・否)

イ　電線管について、図示ない限り屋内露出配管はねじなし電線管（Ｅ管）、屋内いんぺい配

　管は合成樹脂製可とう電線管(PF管)、屋外露出配管は薄鋼電線管（CP管）、屋外埋設配管は

　波付硬質ポリエチレン管（FEP管）を使用する。なお、高圧配線の地中埋設配管については、

　ポリエチレンライニング電線管（PE管）とする。

ロ　図示ない限り配線器具プレートは新金属製またはステンレス製とする。

ハ　スイッチが多数ある場合には監督職員と協議し、ネームスイッチを使用する。

ニ　建物EXPJ部分及び機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆付きとする。

ホ　照明器具は原則として、LED器具及び公共施設用器具とすること。

ヘ　将来用予備空配管には、ビニル被覆鉄線(1.6㎜)を入線し、名札を取付ける。

ト　プルボックスは工場製作品を使用する。

チ　次に示す箇所以外の露出配管は、全て塗装する。(機械室、電気室内の塗装　要・否)

リ　露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行い、

　配管施工後に仕上塗装を行う。

ヌ　機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

ル　当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示により迂回等

　の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また、撤去工事は、特に既設配線の行先を調査

　確認の上、安全に処理する。

オ　環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

　(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

　(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品

　(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

　二重床　　　※インナー形　〇飛び出し形　〇内部固定形　〇外部固定形

　二重床以外　※飛び出し形　〇引出し形　　〇内部固定形　〇外部固定形

　　　　　（フロアベースは水平高低調整式（空転防止付リング付）　※砲金製　〇アルミ製　とする。）

床用配線器具の形式は以下による。（図面特記のあるものを除く。）等具器線配用床○

● トラフ ッ プシュ レー ※金属製（ステンレス、新金属も含む）　〇樹脂製

２）ケーブルラックの床の防火区画貫通部に、（５１）を１本以上設ける。

　　の場合（２５）を２本天井内まで立上げる。

１）新設分電盤が埋込形の場合、予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上

樹脂配管の場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。（耐火間仕切部（軽量鉄骨下地）は図示による。）

しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数、管径等は、図面と相違

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

３）最上階天井スラブ（屋上スラブ）でモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管を行わない。

２）コンクリート埋込配管は、（ＰＦ２２）以下、（Ｅ２５）以下とする。

１）電線管表示（１９）（２５）～（７５）で特記なき場合は、ねじなし電線管とする。

ＥＭ電線、ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成された●

●

●

●

●

ものとする。

類電 線

管電 線

法寸

○

ス

管予

ボ

配備

クッ

、 等路管数本電 線

● 線電 特記なきものはＥＭ－ＩＥとする。

部位等 仕上げ

● 監 督 所事員 務職

○

足 場 業作 構・

交 通 誘 導 員

●

固定された備品、机、ロッカー等移動・復旧　○行う　数量等（　　　　）　　※行わない

延べ　　　人・日　を見込む。

監督職員事務所の備品等　　　※設ける（種数及び数量は監督職員の指示による）　　○設けない

※設けない　○設ける（規模：○10　○20　○35　○  　平米 程度）

　　仕上げの程度は、下表を標準とする。

 合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

 合板張り又はビニル床シート張り 床

 内壁・天井

 屋根

既存部分の養生　　※行う　　養生の方法（※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、合板等　○　　　　　　　　）　○行わない養○ 生

台 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

本工事で設ける場合は改修標準仕様書第１編２．２．２によるほか、足場の設置においては、

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は

（３）手すり先行専用足場方式により行う。

　　内部足場　※脚立足場（脚立及び足場板の組合せによる。）　○移動式足場（ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ）

　　　　　　　○移動式昇降足場　○高所作業車　○単管足場　○くさび緊結式足場　○枠組足場

　　外部足場　※Ｄ種（仮設ｺﾞﾝﾄﾞﾗ）又はＥ種（移動式足場）　○Ａ種（枠組足場）　

　　　　　　　○Ｂ種（くさび緊結式足場）　○Ｃ種（単管本足場）　○高所作業車　○防護シート養生

　　　　　　　Ａ種、Ｂ種、Ｃ種の設置場所は図示による。

工 事 設仮 物用

金本基 料 本受電後の、基本料金は受注者の負担とする。（※契約電力　　　kW　期間　　ヶ月　を見込む）

構内につくることが（○できる　　 ○できない） ※全て受注者の負担とする。

○

○

機用再 使 材○ 取外した上再使用する機材は、改修標準仕様書によるほか、絶縁状態を確認後に取付ける。

なお照明器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして十分に清掃を行うこと。
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陽 アレイの架台
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ハ
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○ 分区 閉開

ル

ル

器

路地中管 設の埋 さ深

始プポ ン消 火○ の 動

池電

直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

架台の材質が鋼材の場合は、ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛めっき」による（※ＨＤＺ３５ ○ＨＤＺ４５ 

○ＨＤＺ５５）以上の溶融亜鉛めっきを施したもの又は同等以上の耐食性を有するものとする。

電話回線引込用保安器の接地は（※本工事　○別途工事）とする。

特記なき子時計は、ＳＷＡ３３－ＧｐＢ２　とする。

自動放送はアッテネーターを経由した回路とする

特記なきスピーカは、（※ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ　○　　　　　　　　　）とする。

親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

プルスイッチのひもの長さは０．２ｍ程度、握りボタンのコードの長さは１．２ｍ程度とする。

アンテナ取付け予定位置 及びその周辺の受信調査のチャンネルは、監督職員と協議する。

※開閉弁開放（易操作性１号消火栓及び２号消火栓）　　○消火栓箱内押ボタン（１号消火栓）

○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○防火戸用（ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　電磁式またはラッチ式）

○防煙ダンパ用　（別途工事　瞬時通電式または電動式ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下、

　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下）

○防火シャッタ用（別途工事　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　警報連動付）
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特記なき場合は、ＧＬ（舗装がある場合は、舗装下面）から３００ｍｍ以上とする。

外箱　　ステンレス鋼板製　　※避雷器内蔵

ＳＯＧ制御装置　　※屋外形（ステンレス鋼板製収納箱・鍵付）　　○屋内用埋込形

構造、寸法は　（※標準図　○図示）による。　蓋の用途表示は（※電力／通信 　 ○　　）とする。

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。（通信用は除く）

圧高 ーケ ブ ル○ 〇屋外に使用するEM-高圧架橋ポリエチレンケーブルは、JCS 4395「6600V 架橋ポリエチレンケーブル

（3層押出型）」によるものとする。

〇屋外の高圧ケーブルの端末処理材は（○一般屋外用　 ○耐塩用　 ○重耐塩用）とする。

〇屋外で高圧ケーブル相互の接続又は端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策を施す。

〇高圧ケーブルは、受変電設備までの配線経路中、1箇所以上で3ｍ程度の余長を見込む。

柱装〇 材 屋外のがいしは（〇一般屋外用　 ○重耐塩形）とする。

〇 屋 灯外 基礎 　※本工事　○別途工事

○照明用ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は、ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛

　めっき」に規定するＨＤＺ３５を施し、指定色塗装とする。

○照明用ポールに配線用遮断器（引外し装置無し）又はｶｯﾄｱｳﾄｽｲｯﾁ（素通しﾋｭｰｽﾞ）を設ける。

接 極地〇 接地極の材料は、特記がなければ別表３を標準とする。

電動機出力（kW）

盤御制

○

○ インバータ装置の規約効率

火 ク災インターロッ

○動

力

設

備

○制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

○インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付ける場合、開扉時に冷却装置を停止させる。

○インバータ発熱対策用冷却装置の故障を、単位装置の故障に含める。

自動火災報知受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して制御盤で空調機を停止させる。

可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

95.595.5

22

95.595.5

30 37 453.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

18.5

95.5

　注1)規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率の算出方法」により算出した値とする。

　　3)0.75ｋW以上の効率は、JIS C 4213  「低圧三相かご形誘導電動機-トップランナーモーター」

　　　の定格電圧200V、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

95.595.595.0

規約効率（％）200V

規約効率（％）400V 87.0 90.5 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0 95.0 96.0 96.5 96.5

　　2)0.4ｋWの効率は、JIS C 4212  「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V（上段）

　　  400V（下段）、6極、50Jzの電動機を駆動したときの値とする。

構造体底盤部の大地抵抗率測定のための大地抵抗率測定用補助接地極を構造体下部に設ける。○ 大 抗率測定用補助接地極地抵
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変
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格規の圧 器変○

○

高

キ ュ 式クビ ルー

備設電圧 受

１）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が低圧または

　特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を満たすものとする。

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○屋内型は、押しボタン、ランプ、計器類を外扉の見やすい位置に配置する。

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。（前面保守形を除く。）

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。（前面保守形の場合は図面特記による。）

○充電標示器は、断路器の１次側の適切な場所に設ける。

○換気扇を設ける場合は回転センサ等の独立した検出装置をもつ故障警報装置を設け（盤面表示共）、

　盤内にサーモスタット（30℃～40℃可変形、35℃に設定）及びスイッチ（自動・手動・断）を設ける。

　また、外部換気扇連動（※端子 ○スイッチ）を設け、サーモスタットと連動させる。

○予備限流ヒューズは収納ケース等に入れ、盤内に収納する。

備
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置装

ムテスシ

制明照

送重多 伝 制

御

御

○

○

類種の置制ＥＬ Ｄ 御装○

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。

　○センサー設定器を　　１個　附属すること。

　○システム設定器を　　１個　附属すること。

多重伝送制御システム（照明制御）の設定は、監督職員の指示による。

図面特記があるものを除き、ＬＥＤ照明器具の制御装置の種類は、調光信号線が接続された器具にあっては

ＬＸ又はＬＺ、それ以外はＬＮ又はＬＪとする。

等盤電分〇 〇本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

　JIS C8201-2-1「低圧開閉装置及び制御装置-第2-1部：回路遮断器（配線用遮断器及びその他の遮断器）」

　同付属書JC「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、JIS C8201-2-2「低圧開閉装置及び制御装置-第２－２部

　：漏電遮断器」、同付属書JC「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」による1極サイズのものとする。

○ＳＰＤ分離器（配線用遮断器）は警報接点付きとする。

○ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤと一体とすることができる。

○ＯＡ盤の端子盤部に（※通気口　○冷却用ファン）を設ける。（端子盤部が端子のみの場合を除く。）

○照明制御用多重伝送信号用送り端子を設ける。 （照明回路のあるものに限る。）
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設

備

図面に特記なき場合は、別表２による。

下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。（高圧主回路配線は除く。）

分電盤　　ＯＡ盤　　実験盤　　開閉器箱　　制御盤　　キュービクル式配電盤　  高圧スイッチギヤ

直流電源装置　　交流無停電電源装置（簡易型を除く）　　　

屋外の盤類・開閉器箱・プルボックスの材質は、以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　材　　　質　※ステンレス鋼板製　　　〇溶融亜鉛めっき（※ＨＤＺ３５　○ＨＤＺ４５）

　表面仕上げ　※製造者標準　　　　　　○指定色塗装（※開閉器箱・プルボックスは除く。　〇全て）

屋外の露出配管は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　※鋼製電線管は指定色塗装を行う。（※屋上は指定色塗装を除く　〇全て）

　○厚鋼電線管に溶融亜鉛めっき（亜鉛付着量３００ｇ／ｍ2 以上）を施したものとし、指定色塗装

　　を行う。（※屋上は指定色塗装を除く　〇全て）

〇 出屋 外 露 配 管

ッル ボ ク スプ

箱外屋 盤 開類・ 閉器〇

●

●

配機 器 内 線 等

さ高取 付機 器

製 造 業 者適用

電 線 類

ケ ー ブ ル 類

電 線 管 類

気 中 開 閉 器

ガ ス 開 閉 器

避 雷 器

高 圧 開 閉 器

高 圧 遮 断 器

変 圧 器

コ ン デ ン サ

キュービクル

配 分 電 盤

配線用遮断器

照 明 器 具

配 線 器 具

放 送 機 器

電 話 装 置

時 計

インターホン

表 示 器

テレビ共聴機器

火災報知機器

ガス漏れ警報器

防火戸自閉機器

避 雷 針

自家発電機器

蓄 電 池

コンクリート柱

マンホール蓋

機 材 名

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

使 用 機 材 製 造 者 指 定

滋賀県電気設備工事特記仕様書

照明器具　発電機回路

ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ０－Ｍ

ＳＷ２Ｈｉ－１Ｖ３

ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ

防火区画処理（D=100φ）

（D=100φ 150mm）

壁はつり＋防火区画貫通処理

壁貫通補修（D=100φ 150mm）

ＳＷＡ３３－ＧｐＢ２

照明器具　一般回路

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ（※数字は芯数を示す）
ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ（※数字は芯数を示す）
２．０×２　Ｅ１．６（ＰＦ１６）
２．０×２　Ｅ１．６（Ｅ１９）

塗装あり（金属管露出配管の場合）

２Ｆ３Ｅ

（管種）ト

２．０（Ｅ１９）

２．０（ＰＦ１６）

ＨＰ３

ＡＥ２

２ＦＰ２

ＦＰ２

ＣＰ１

２Ｆ２Ｅ

３

２Ｅ

３Ｅ

４Ｅ

ＥＭ－ＦＰ２．０－２Ｃ（※数字は芯数を示す）
ＥＭ－ＦＰ１．６－２Ｃ（※数字は芯数を示す）
ＥＭ－ＦＣＰＥＥ１．２－１Ｐ（※数字は対数を示す）
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２　（内１Ｃ接地線）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　（内１Ｃ接地線）
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ（内１Ｃ接地線）
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２　（内１Ｃ接地線）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ　　　（内１Ｃ接地線）
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ２

図示記号

100Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

500Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

Ω以下

雷保護用接地極

電話引込み口の保安器

Ｄ種（通信用）

Ａ種（通信用）

交換機用

避雷器用

ＬｔＥ

ＤｔＥ

ＡｔＥ

ｔＥ

ＬＨＥ

０Ｅ

Ｄ（ＥＬＢ）Ｅ

測定用補助

Ｄ種（ＥＬＣＢ用）

Ｄ種

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種（共同接地を含む）

ＤＥ

ＣＥ

ＢＥ

Ａ，ＤＥＡ，Ｃ，ＤＥＡ

別表３　接地極一覧表

規格・数量接地抵抗種　　　　　　 類

雷保護設備平面図による

ＥＢ D=10,L=1000 1連-1組

ＥＢ D=10,L=1000 1連-1組

ＥＢ D=14,L=1500 3連-2組

ＥＢ D=14,L=1500 3連-2組

ＥＢ D=14,L=1500 3連-2組

ＥＢ D=10,L=1000 1連-1組

ＥＢ D=10,L=1000 1連-1組

ＥＢ D=10,L=1000 1連-1組

ＥＢ D=14,L=1500 3連-2組

ＥＢ D=14,L=1500 2連-2組

ＥＢ D=14,L=1500 3連-2組10Ω以下Ｅ

2. 石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規程する建築物石綿含有建材調査者等

　有資格者によるものとすること。

3. 事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

4. 事前調査結果を作業場に備え付け、事前調査結果及び作業内容等を掲示すること。

5. 工事に係る部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事、請負金額100万円以上の建築物の改修工事

　督署及び県（大津市内は大津市）に報告するとともに、発注者に書面で報告すること。

　等の事前踏査を実施したときは、その結果を工事開始前までに石綿事前調査報告システムにより労働基準監

当該施設の定める保安規定を（※適用　○準用）し、電気保安技術者が保安業務を行う。

また、この者は標準仕様書又は改修標準仕様書による電気保安技術者を兼務することができる。

なお、準用する場合、各書類等の宛先は主任技術者を総括監督員に読み替えるものとする。

〇 性能確認試験　　〇行う　　※行わない

施工後確認試験　〇行う　　※行わない

建　物

（別途工事）

（別途工事）

●

●

●

住 宅 分 電 盤

● パナソニック

●

○

○

○

○

○

高専開設準備局事務所改修工事

電気設備特記仕様書 E 01



　Ｌ－１　

FL40Wx1 吊下型　撤去 15

遊戯室

FL40Wx1 露出型　撤去 1

用具庫

FL20Wx1 露出型　撤去 1

踏込

FL40Wx1 露出型　撤去 1

職員便所

ブラケット　撤去 1

シーリングライト　撤去 2

便所（２）

B級避難口誘導灯 直付型　撤去 1

玄関

シーリングライト　撤去 2

便所（１）

　Ｌ－２　

照明器具 (例)FL40Wx1　露出型

誘導灯 (例)B級避難口誘導灯 直付型

撤去

[注記]

配線配管は既設のまま。器具のみ撤去更新とする。

凡  例

記    号 名    称

1

用具庫

FL40Wx1 露出型　撤去

高専開設準備局事務所改修工事

電灯・誘導灯設備　現況平面図 E

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

展　開　方　位 方　位

N

02



　Ｌ－１　

　Ｌ－２　

凡  例

記    号 名    称

2
埋込コンセント 2P15A x2

（既設）

（既設）

撤去

(例)埋込コンセント (既設のまま)

既設端子盤（情報盤）ＬＡＮ

既設端子盤（電話交換機）

2

2

2

 既設ケーブル取外し（再利用する）

 既設ケーブル取外し（再利用する）

高専開設準備局事務所改修工事

コンセント設備　現況平面図 E

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

展　開　方　位 方　位

N

03



分電盤リスト 分電盤仕様

L-1

分電盤凡例（

項　　　　目

A

A

盤名称

盤形状

照明　　　　(100V)

照明　　　　(200V)

仕　　　　様

埋込形

リモコンリレー

タイムスイッチ

リモコンブレーカ

自動点滅器操作回路

△

A

T

RB

リモコンリレー(2P､送り端子付）

付加機能記号

▲

1

2

3

4

5

壁掛形

自立形

屋外自立形

屋外壁掛形

カ　ナア 防災　　　　(100V)

単相3線式電路 中性線欠相保護機能付（400A以下）

上部ダクト付（ CH：2500 ）U

P 電灯動力盤　（セパレータ付）

ハンドルロック付(赤色)HL

T 電灯端子盤　（配線スペース付）

- 電灯分電盤（Ｌ－２）HL

誘 誘導灯HL

----

---20

3

2

A 5 L 1 B--

添　字：英数字（省略可）

盤番号：数字

盤種別

階

区　分：英数字（省略可）

L 分電盤

LP:電灯動力盤

LT:電灯端子盤

B1:地下一階

1 :一階

R :屋上階

～
S :手元開閉器盤

＊ 漏電遮断器

◇ トリップ警報接点付

◆ 漏電トリップ警報接点付

特記事項（ 印を本工事に適用する）

備　　考

英　字

1

1

H1

A1

英　字

英数字

数　字

数　字

英数字

コンセント　(100V)

コンセント　(200V)

空調　　　　(100V)

空調　　　　(200V)

A 　　　　　　(100V)

カ　ナア 防災　　　　(100V)

A 　　　　　　(200V)英　字

英　字

回

路

記

号

商

用

回

路

発電

記号

回直流

記号

漏電遮断器

電力量計

材質、構造

塗装

ドア

検定付

鋼板製

平面ハンドル

図示による構造指定

高感度高速型

建築(別途)工事

下記は指定色

下記はステンレス製

(　　　)

ストッパ－付(屋外形)

ネ

ッ

ビ

ャ

キ

ト

(屋外形)

基礎 本工事

負荷接続端子台TB

負荷接続端子台 屋外回路に設ける

接地線用端子 分岐回路ごと

路

回

主

盤名称
盤形状

幹線番号
容　量
(kVA)

回
路

遮断器

ATP
付加機能

容量
(VA)

分　岐　回　路

負　荷　内　容

A

A

結　線
（結線記号）

B

C-5 外部信号：ON

C-2 停電時　：OFF

C

C-4 外部信号：OFF

C-1 タイマー：ON-OFF

　　(入力信号は特記)

　　(不足電圧リレー)

の

分岐回路結線記号

　　(入力信号は特記)

C-3 停電時　：ON

　　(不足電圧リレー)

1
40

60Hz周波数

(24時間式､停電補償付､2回路型)

盤名称
盤形状

幹線番号
容　量
(kVA)

回
路

遮断器

ATP
付加機能

容量
(VA)

分　岐　回　路

負　荷　内　容

結　線
（結線記号）

盤名称
盤形状

幹線番号
容　量
(kVA)

回
路

遮断器

ATP
付加機能

容量
(VA)

分　岐　回　路

負　荷　内　容

結　線
（結線記号）

単相3線式100/200V

印を本工事に適用する）

D 下部ダクト付（ H：500 ）

F OAフロア対応（ OA：H100 ）

伝送出力

■ 漏電警報接点付 配線用遮断器

製造者標準(屋内2.5Y9/1、屋外5Y7/1の近似色)

6 総合盤組込（内機のみ）

O :屋外

S シャフト対応（ドア無し）

路

雷インパルス不動作形

他

(1P､主回路接点を無電圧信号出力）

そ

制御回路を設けた分岐回路は、配線用遮断器2次側への

電源接続端子台を設ける

　　(不足電圧リレー)

TS
27

定格遮断容量 2.5kA以上(分岐回路）

   kA以上(主幹器具)

パルス出力

漏電遮断器専用端子(D種)を設ける

(2P､無電圧外部信号を入力)

不足電圧リレー27

(手動-自動の切替スイッチ付)

MC

G
R

ON

OFF

MC

G
R

COS

ON

OFF

MCCBMCCBMCCB

自火報受信機---HL202自

A
101 2

102

103

104

105

106

107

108

2

2

2

2

2

2

2

20

20

20

20

20

20

20

20

廊下　電灯---

---

----計

MCCB3P
100/100

CV22sq-3C

乳児室　エアコン

--- れんげ　電灯

--- 乳児室　電灯

--- 職員室その他　電灯

会議室その他　電灯---

--- 遊戯室　スポットライト

--- 遊戯室　電灯

109 2 20 --- つくし・ちゅーりっぷ　電灯

110 2 20 --- たんぽぽ　扇風機

111 2 20 --- 外灯Ｔ

- 2 20 --- ネーム無し（使用中）

201 2 20 れんげ　コンセント---

202 2 20 たんぽぽ　コンセント---

203 2 20 調乳室その他　コンセント---

2 20 更衣室・調理室　コンセント---＊
調理室・配膳室　コンセント---＊202

206 2 20 会議室・更衣室　コンセント---

220

221

207 2 20 遊戯室　コンセント---

208 2 20 つくし　コンセント---

209 2 20 ちゅうりっぷ　コンセント---

2 20

- 2 20 調理室　換気扇---

- 2 20 セコム---

204 2 20 職員室　コンセント---

205 2 20 職員室　コンセント---

- 2 20 コンピューター用　コンセント---

- 2 20 ---

調理室　コンセント---＊202222

調理室　コンセント---＊202223

（既設）
L-2

1

（既設） 単相3線式100/200V

MCCB3P
50/40

CV5.5sq-3C
A

1 2 20 そら・がんぱ　電灯---

2 20 保健室・給湯室　電灯---2

2 20 がんぱ　コンセント---3

2 20 トイレセンサー・ポーチ　コンセント---4

2 20 保健室　コンセント---5

2 20 給湯室　コンセント---6

2 20 廊下　コンセント---7

2 20 そら　コンセント---8

2 20
予備-

会議室・執務室５　コンセント9

- ＊ --- ネーム無し（使用中）

ネーム無し（使用中）

---

予備

執務室３・執務室４　コンセント
---202

-

10

予備

男子便所　コンセント
---202

-

11

予備

女子便所　コンセント
---202

-

12

予備---202-

予備---202-

理事室・その他　コンセント

予備
---202

-

302

男子便所１　コンセント

予備
---202

-

303

-

304
2 20 ---

事務室２・端子盤　コンセント

予備

-
＊202

複合機１　コンセント（100V）

予備（100Vor200V切替ブレーカー)
---

301

---＊202
-

305 複合機２　コンセント（100V）

予備（100Vor200V切替ブレーカー)

---＊202- ネーム無し（使用中）

改修範囲

改修範囲

改修範囲

高専開設準備局事務所改修工事

分電盤結線図 E 04



　Ｌ－１　

　Ｌ－２　

照明器具

誘導灯

[注記]

配線配管は既設のまま。器具のみ更新とする。

凡  例

記    号 名    称

直付型ＬＥＤベース照明４０形
A469

6,900 lmタイプ 36.3 W

電圧100～242V
本体:鋼板(白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
昼白色(5000K)､Ra83

XFX460AHNLE9(参考品番)

直付型ＬＥＤスクエアベース照明４５形x４灯相当
B484

8,470 lmタイプ 60 W

電圧100～242V
本体:鋼板(高反射白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
枠:鋼板(高反射白色粉体塗装)

XL684PFVJLA9(参考品番)

ﾊﾟﾈﾙ:ｱｸﾘﾙ(乳白)
昼白色(5000K)
□650､乳白ﾊﾟﾈﾙ､調光可能ﾀｲﾌﾟ(約10～100%)

直付型ＬＥＤベース照明２０形
D232

3,200 lmタイプ 20.1 W

電圧100～242V
本体:鋼板(白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
昼白色(5000K)､Ra83

XFX230DENLE9(参考品番)

直付型ＬＥＤベース照明４０形
C452

5,200 lmタイプ 31.9 W

電圧100～242V
本体:鋼板(白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
昼白色(5000K)､Ra83

XFX459DENLE9(参考品番)

壁面取付型ＬＥＤミラーライト
E213

1,350 lmタイプ 11.7 W

電圧100V
ｶﾊﾞｰ:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(乳白)
ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(ﾎﾜｲﾄつや消し)
5000K､高演色Ra93

NNN13510LE1(参考品番)

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型
誘B

型式認定番号:1AM111-3209

壁･天井直付型
一般型(20分間)
ﾆｯｹﾙ水素蓄電池
ﾘﾓｺﾝ自己点検機能付

FA20312CLE1+FK20300(参考品番)

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

A469

B484

E213

C452
D232

C452

C452

C452C452

誘B

D232

［注記］図中明記無き配管配線は下記とする。

但し、天井内はケーブル工事とする。

EM-EEF 1.6-2C (PF16)

EM-EEF 1.6-2C (MM1-A)

既設配線配管 (既設のまま)

埋込スイッチ 1P15Ax2

E213

E213

E213

E213

3.1

高専開設準備局事務所改修工事

電灯・誘導灯設備　改修後平面図 E

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

展　開　方　位 方　位

N
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　Ｌ－１　

　Ｌ－２　

CP

CP

埋込コンセント
複合機電源

2P15Ax2 E付,ET付
1φ100V 1,200WCP

既設コンセント利用

2E

2E
埋込コンセント 2P15A E付 x2

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

ET

ET

ETET

ETETET

FV

FV

FV

FV

FV FV

2E

FV
自動洗浄水栓用電源

（既設）

（既設）

2E

9

12

10 11
★

《契約負荷設備による契約電力》現契約状況

　負荷名称　 　既設台数　 　改修台数　 　合計　

　電灯 93台 0台 93台

41台 20台 61台　500W以下コンセント　

0台 2台 2台　500W以上コンセント　

（単相負荷内容）現契約７kva　注）動力契約既設のまま（37kw）

上記内容に変更予定。関電事前協議により11kvaに契約変更予定。

注）上記以上の設備負荷を設置した場合、低圧受電NGの可能性が

　　ある為、要注意すること。

★

★

★

★

★

★

★

★

★

区画貫通処理★

302

303

304

305301

ET
埋込コンセント 2P15A x2 ET付

［注記］図中明記無き配管配線は下記とする。

但し、天井内はケーブル工事とする。

EM-EEF 2.0-3C (PF22)

EM-EEF 2.0-3C (MM1-A)

(例)埋込コンセント (既設のまま)

既設端子盤（情報盤）ＬＡＮ

既設端子盤（電話交換機）

2

凡  例

記    号 名    称

2

2

2
埋込コンセント 2P15A x2

[注記]

新設コンセント等は露出ボックスとしメタルモールにて配線配管を行うこと。

 既設ケーブル再取付

 既設ケーブル再取付

EM-EEF 2.0-2C+3C (PF28)

高専開設準備局事務所改修工事

コンセント設備　改修平面図 E

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

展　開　方　位 方　位

N
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　Ｌ－１　

　Ｌ－２　

埋込ＬＡＮコンセント

（既設）

（既設）

区画貫通処理★

［注記］図中明記無き配管配線は下記とする。

但し、天井内はケーブル工事とする。

空配管 (PF22)

CAT5Eｹｰﾌﾞﾙ (PF22)

既設端子盤（情報盤）ＬＡＮ

既設端子盤（電話交換機）

空配管(PF28):TEL用

CAT5E(PF28):LAN用

　Ｔ－１　

（新設）天井上部設置

A

A

A

A

A

A

A

A

A A

A

A

A

A

AA

A

A

A A

A

A

空配管(PF28):TEL用
CAT5E(PF28):LAN用

ノズルプレート

空配管
(MM1-A)

CAT5Eｹｰﾌﾞﾙ

A

A

【注記】

端子盤色については施工時にて要確認。

ＬＡＮ

T-1

盤 名 称

別途工事樹脂製/屋内壁掛

材質/構造

ＨＵＢスペース

電話

電話用端子台５０Ｐスペース

※要確認

2E露出ｺﾝｾﾝﾄｘ１

備　考

端　子　盤　リ　ス　ト

凡  例

記    号 名    称

WB-15AOJ（参考品番）

高専開設準備局事務所改修工事

弱電設備　改修後平面図 E

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

展　開　方　位 方　位

N
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事

項

通

共

般

一

○

○

○

○

電気設備工事

〇

〇

建築工事

撤 去 工 事

厨 房 機 器 設 備

浄 化 槽 設 備

雨 水 利 用 設 備

ガ ス 設 備

消 火 設 備

給 湯 設 備

排 水 設 備

給 水 設 備

衛 生 器 具 設 備

自 動 制 御 設 備

排 煙 設 備

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

特　記　事　項章 項　目 特　記　事　項章項　目 特　記　事　項章

屋　 外

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

○

○

●

●

建物及び屋外工事種目

工事種目（●印を適用し、各一式とする。）

滋賀県機械設備工事特記仕様書１

工事項目に建築工事及び電気設備工事を含む場合、その工事は当該図面による。

下記の特記事項は、選択肢となっている場合は●印がついたものを本工事に適用する。ただし、●印のないものは※印を適用する。

下記の項目は、●印のついたものを本工事に適用する。

章 特　記　事　項項　目

一

般

共

通

項

事

監督職員事務所の備品等　　　※設ける　　　　　○設けない

なる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

但し別表１に示す設備機器等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たすものとし、証明と

施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設配管・配線も

含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、

 ２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 ３）安定的な供給が可能であること。

 １）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

 ４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

 ５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

 ６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。

施工場所を鉄筋探査機（電磁波レーダー法）により探査し、鉄筋及び配管類の位置に墨出しを行うものとし、

●

● 機材などの検査及び試験

機 材 の 承 諾

● 設 備 機 材 等

気 類物 種の工 作 ※事業用電気工作物　　○一般用電気工作物電●

保 規 程安●

機材の承諾に際しては、原則として機械設備工事機材承諾図様式集（令和元年版）による。

ただし、これによらない場合は監督員との協議による。

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書又は改修標準仕様書による。

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

●

●

電 気 保 安 技 術 者

保安責任者は、適切な保安業務を行う。

適用する技能検定の職種及び作業の種別は以下による。

●配管（配管工事）　　〇建築板金（ダクト製作及び取付け）　　●熱絶縁施工（保温工事）

〇冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

● 技 能 士

工 事 用 電 力 設 備

の 保 安 責 任 者

● 施 査調工

事前調査の内容は次による。

調査範囲　本工事との取り合いのある範囲及び本工事の施工により影響が及ぶ範囲

調査方法　スケール・レベル・目視による他、監督職員との協議による。

標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

● 地 中 埋 設 物 等

● 非 破 壊 検 査

本工事に必要な工事用電力・水等の費用及びそれらに関する官公署への諸手続き等の費用は、

受注者の負担とする。

● 工事用電力・水その他

工 事 設仮 物用●

部位等 仕上げ

● 監 督 所事員 務職

　　仕上げの程度は、下表を標準とする。

 合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

 合板張り又はビニル床シート張り 床

 内壁・天井

 屋根

施工計画調査は、改修標準仕様書第１編第１章１．５．１による。

調査項目　改修対象建物及び同建物内設備配管・ダクト等・屋外埋設配管等埋設物

費用は本工事とする。放射線透過検査を用いる場合は監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

構内につくることが　※できる　　 ○できない

○設ける（規模：○10　○20　○35　○  　）ｍ2 程度　※設けない

● 交 通 誘 導 員

監督職員事務所の設置位置　　※構内　　〇既存建築物の一部　　〇構外

〇設ける（延べ　　　人・日）　※設けない

● 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

る基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

また足場の種別については次による。なお、単管足場、枠組足場を用いる場合における設置場所に

ついては図示による。

　内部足場　※Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種　　〇Ｅ種（単管足場）　〇Ｆ種（くさび緊結式足場）

　　　　　　〇Ｇ種（枠組足場）

　外部足場　〇Ａ種（枠組足場）　〇Ｂ種（くさび式緊結足場）　〇Ｃ種（単管足場）

足 場 ・ 桟 橋 類

● 仮 設 間 仕 切 り

生養●

固定された備品、机、ロッカー等移動・復旧　○行う　数量等（　　　　）　　※行わない

既存部分の養生　　※行う　〇行わない　養生の方法　※改修標準仕様書による　○（　　　　）

● 撤 去

生発● 等処 理の材

　　引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　〇なし　　〇あり（機器類・金属類等）

に切断等の処理を行う

機器・配管・ダクト等の撤去後のアンカーボルトや釣りボルトについて、保守に支障が無いよう

２）冷媒については関係法令に従い適切に破壊処分を行う（家電リサイクル法対象機器を除く）。

　　積込み　※本工事　〇別途　　　　　処分費　※本工事　　〇別途

　　運搬費　※本工事　　〇別途

　　フロン系冷媒使用機器の撤去　　　　　　　　　〇なし　　●あり

※本工事で設ける場合は標準仕様書第２編第４章第１節４．１．１又は、改修標準仕様書第１編第２章

第２節２．２．１によるほか、足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関す

屋内に仮設間仕切りを設ける場合は、改修標準仕様書第１編第２章第２節２．２．３による。

工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、標準仕様書第１編第１章第１節１．１．３又は改修標準

仕様書第１編第１章第１節第１．１．３による。

官公署その他への手続き●

養生を行う場合は、標準仕様書第１編第１章第３節１．３．１０又は改修標準仕様書第１編第３章による。

１）標準仕様書第１編第１章第３節１．３．９又は改修標準仕様書第１編第５章による。

　　　（上記機器類の撤去は改修標準仕様書第３編第２章第４節２．４．２、２．４．３及び同第５編第２章

　　　　第３節２．３．２による。）

 休憩室  畳敷き

　　　　　　※Ｄ種、Ｅ種　　　　〇Ｆ種（高所作業車）

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

　よび検査写真を提出すること)。

ハ　液化石油ガスの各種検査は、供給者または保安機関の検査を受け合格すること(記録紙お

配管材料は標準仕様書第２編第２章第１節又は改修標準仕様書第２編第２章第１節による。

目

項

用

適

通

共

総

合

試

運

転

調

整

給 水 設 備●

排 煙 設 備○

換 気 設 備○

● 空 気 調 和 設 備

既設配管接合部の試験

溶 接 接 合

フレキシブルジョイント

伸 縮 管 接 手

一 般 用 弁

配 管 材 料 等

既設配管を含む部分の試験　※要（試験項目は監督職員の指示による）

※適用しない　〇適用する（〇放射線透過検査　〇浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

また、溶接部の非破壊検査は、

２．３．１６による。

配管の溶接接合は標準仕様書第２編第２章第５節２．５．１５又は改修標準仕様書第２編第２章第３節

ＦＪＢ：フレキシブルジョイント（ベロース形）　ＦＪＧ：フレキシブルジョイント（合成ゴム製）

図中、フレキブルジョイントの略式記号は下記による。

※ベロース形　　〇スリーブ形

鋼管用伸縮管接手は下記による。

水道直結部及び図面特記部の耐圧はＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ、その他はＪＩＳ又はＪＶ５Ｋとする。

リサイクル材料を使用しなくてもよい。

また各設備において。リサイクル材料が指定された場合、規格サイズがないものについては、

●

●

●

●

●

●

　　　卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

　　　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものとし、

　３）中央監視装置及び操作卓

　　　設計用水平地震力の１／２とする。

　２）設計用鉛直地震力

　　　重要機器は、図示による。

　　　中間階：地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　　　　　上層３層、１３階以上の場合は上層４階

　　　上層階：２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２層、１０～１２階建の場合は

　　　上層階・中間階の定義は次の通りとする。

　　　の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　　　屋外に設置する機器は建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物と乙類

　　　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設を、乙類の建物は一般の施設を適用する。

　　イ）設計用標準水平震度　　　　　※下表による　　〇図示による

　　　及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　機器の重量［ｋＮ］（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）に、地域係数１．０

　１）設計用水平地震力

監督員の承諾を受ける。

震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、損傷等が生じないように検討（計算等）を行い、

設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び接地階に応じて、次の設計用水平地

２．０

　※建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則 第四条の二による

　〇標準仕様書による

　※平成１５年３月２５日付け厚生労働大臣告示１１９号第二の一の１の（４）による

〇雑用水の水質の測定

●飲料水の水質の測定

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇風量調整（測定共）

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

●風量調整（測定共）　〇水量調整（測定共）　　●室内外空気の室温度測定

耐 震 措 置

水槽類

防振設備設置

機器

水槽類

防振設備設置

機器

地階・１階

中間階

水槽類

防振設備設置

機器

 上層階・屋上・塔屋

機器種別

１．０

０．６

０．６

０．４

０．６１．０

１．０ ０．６

１．０１．５

１．０ ０．６

１．０１．５

２．０ １．５

１．０１．５

２．０

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

一般の施設特定の施設

●

　（参考URL http://www.pref.shiga.jp/d/haikibutsu/gomizero/h2112reeflet.pdf）

(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

タ　環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

　の上、安全に処理する。

　等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また撤去工事は特に既設配管の行先を確認

ヨ　当該工事において、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督職員の指示により、迂回

カ　保温工事については、極力滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

　取付ける。

ワ　配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

　防災認定マークを貼付されたものとする。

ヲ　風量調整ダンパー、防排煙ダンパー類は、全て工場製作品とし、(財)日本建築センターの

ル　機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

ヌ　機械設備工事内に含まれる電気設備工事は、電気設備工事の基準に基づき施工する。

　工場製品を使用し、漏水防止を図る。

リ　コンクリート製排水桝、汚水桝、浄化槽と硬質塩化ビニル管の接続部は砂付き加工の

チ　空気調和設備における仕切弁については、100Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

ト　暖房給湯設備における試運転用油量は、オイルストレージタンクの1/3以上とする。

　を巻きモルタル埋めする。

ホ　地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープ

ニ　給水配管の接合剤は、上水道用の接合剤とする(継手指定品を除く)。

　要領に準ずる。

ヘ　建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は標準仕様書の屋内配管の支持

ロ　液化石油ガス設備工事の作業に従事する者は、液化石油ガス設備士であること。

イ　液化石油ガス設備工事を施工するものは、特定液化石油ガス設備工事事業者であること。● 等項事意留の上工施

部位 アスベスト含有調査の判断

配管エルボ部保温材

ダクトパッキン  〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

 〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

 〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

部位

配管エルボ部保温材

ダクトパッキン

　　アスベスト含有調査の実施　　〇なし　　〇あり

３）次に示す部位のうち、アスベスト含有分析調査の判断は以下による。

煙道断熱材

　　分析対象資機材

煙道断熱材

定性分析 定量分析 備考

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

４）アスベスト含有分析調査を行う場合の調査方法は以下による。

　　　含有の有無を判定するための定性分析方法」又はJIS A 1481-3「建材中のアスベスト含有

　　　調査費用　※本工事　　〇別途

５）分析調査結果については、監督職員に報告すること。

　　　〇ダクトパッキン　〇配管エルボ部保温材　〇煙道断熱材

　　※JIS A 1481-2「建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第２部：試料採取及びアスベスト

７）下記に示す発生材については工事補足説明事項による。

　　　　　　　　　　〇アスファルト・コンクリート

　　その他発生材　　〇建設汚泥　〇廃プラスチック　〇保温材　〇衛生陶器

　　再生資源材　　　〇コンクリート　〇コンクリート２次製品　〇木材

● 建 設 発 生 土 の 処 理 ※場外指定場所に搬出（運搬及び処分費　※本工事　〇別途）

受入時間：

受入期間：

受入可能な土質区分：

受入条件搬出場所

名称：㈱向茂組 長谷野ﾌﾟﾗﾝﾄ

住所：東近江市蛇溝町長谷野

その他：

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に

報告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に

提出し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

提出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

著 権 等作● 当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲する

ものとする。

　　　測定方法－第３部：アスベスト含有率のＸ線回析定量分析法」による。

〇場内指示の場所にたい積　　　●場内指示場所に敷きならし

５）　保温を施す膨張タンク等のふた及びネック部分の保温は　※要　〇不要とする。

４）　油管の地中埋設管は標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３（３）による。

　　　はエアー抜き弁までとする。

３）　エアー抜き管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。又、保温を行う範囲

　　　保温外装と同材質にて外装を行う。テープ等での外装は行わない。

２）　冷媒管における集合配管において、室外機との間が単独配管となった場合は、集合配管用

　　　ずれ止め固定を施す。

　　　また、屋外における保温化粧ケースの下部カバーは　〇要　※不要　とし、竪管部には

１）　パッケージ形空気調和機に用いる冷媒管の保温外装は次による。

　　　（屋内地中配管）　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

取 付 枠 防火区画部に取り付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。○

３）　点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット）　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット）

　　　（屋外地中配管）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　　　　　　　　〇ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ、ＳＧＰ－ＦＰＡ）

　　　　　　　　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

９）　パッケージ形空気調和機の２次側配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

８）　冷媒管　　　　　　　※断熱材被覆銅管　　〇銅管　　〇鋼管

７）　空調用排水管　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）

６）　空調用給水管　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

５）　油管　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）［トラフ内共］

４）　蒸気還管　　　　　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

３）　蒸気給水管　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

２）　冷却水管　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

１）　冷温水管・膨張管・エアー抜き管及び膨張タンクからボイラー等への補給水管

ば い じ ん 量 測 定 口

ば い 煙 濃 度 計

鋼 板 製 煙 道

温 度 計

煙道に８０φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

※ファン付　　〇ファンなし

〇設けない　　〇設ける（電源は熱源機器付属制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

厚さ　　　※図示

※工業用バイメタル式温度計　　〇ガラス製棒状温度計　　〇ガラス製二重管温度計

温度計は次による。

〇図示

〇保証化粧ケース（樹脂製）　〇合成樹脂カバー１　〇図示

露出部隠ぺい部

※不要

※不要　〇要

〇図示

〇保温化粧ケース（〇樹脂製〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板製〇ステンレス鋼板製）

〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板　　　〇ステンレス鋼板　　　　〇図示

集合配管の場合

単独配管の場合

［屋外］

集合配管の場合

単独配管の場合

［屋内］

（図面特記部分は除く）

保 温 及 び 塗 装 標準仕様書又は改修標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

配 管 材 料

〇割込み工法　　〇直付け工法

〇アングルフランジ工法　　　　〇コーナーボルト工法

※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

ダ ク ト の 分 岐 方 法

ダ ク ト の 工 法

ダ ク ト の 種 別

●

設計時の温 湿度条件

方 式

○

○

○

○

●

○

○

○

４０％

４５％ 〇〇℃

〇〇℃

〇〇％

〇〇％１９℃

２８℃

〇〇．〇％

〇〇．〇％

　〇．〇℃

〇〇．〇℃

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）

場所 屋外（　　〇〇　　市）
屋内（調整目標値）

一般事務室 〇〇〇〇室

○

夏期

冬期

時期

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　●個別方式

●既設

調

和

設

備

気

空

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　●個別方式

※新設　　　●改設●

天 井 仕 上 区 分

防 火 区 画

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

〇平面図　　〇図示　　〇

●

○

（図面特記部分は除く）

防 火 防 煙 ダ ン パ ー

防 煙 ダ ン パ ー 及 び

ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は次による。消 音 内 貼〇

　　　　　　　　〇手動復帰式

復帰方式は　　　※遠隔復帰式○

　　　（但し、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。）

２）　チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

１）　消音内貼り部分の外部保温は　　　〇要　　※不要

する場合は、紙製仮枠を使用してもよい。その場合は、変形防止の措置を講じ、かつ配管施工

被覆管を地中配管する場合は、標準仕様書第２編第２章第７節２．７．１（５）又は改修標準仕様書

標準仕様書第１編第１章第７節１．７．４又は改修標準仕様書第１編第１章第８節１．８．５によるほか

　　　　　　　　　　　　機器を取り付けるあと施工アンカーについて行う。

　　　　　　　　　　　　築工事編）（平成３１年版）第８章１２節８．１２．７）によるものとし、重要

　　　　　　　　※行わない

　　　　　　　　　　　　令和元年版）第８章１２節８．１２．７）による。

性能確認試験　　〇行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築改修工事監理指針（下巻）

あと施工アンカー等を行う場合は、改修標準仕様書第２編第５章による。

はつり及び穴開けを行う場合は、改修標準仕様書第２編第４章による。

第２編第７章第５節による。

機器付属金属及び配管、ダクトの支持金物は標準仕様書第２編第４章第６節又は改修標準仕様書

前に仮枠を必ず取り除く。

柱、梁及び耐震壁以外の箇所で、開口補強が不要、かつ、スリーブ径が２００φ以下の部分に

インサート及びアンカー●

は つ り 及 び 穴 開 け●

鋼 材 工 事●

第２編第２章第５節２．５．１（１２）による。

標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３又は改修標準仕様書第２編第２章第５節２．５．３による。

ス リ ー ブ●

かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による。

電動機出力が０．７５ｋＷ以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、JIS C 4213（低圧三相誘 導 電 動 機○

ただし、電動機の出力、燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容 量 等 の 表 示●

ＰＦ管で配管する場合は、ボックスを使用する。

電線及び電線管等については標準仕様書第４編第１章第５節による。電線及び電線管ボックス●

※鋼板製　　〇ステンレス鋼板製

開放形膨張タンク、補給水タンク及び消火用充水タンクの材質は次による。開放形膨張 タンク等○

機 器 名 称 等 の 表 示

保 温 及 び 塗 装

埋設配管の 防食処理

地中配管の 埋戻し土

なお大温度差空調等の場合は吹出口ボックス内に露出となる吊りボルトに結露対策を施すこと。

ボックスの吊りは３点支持を標準とし、重量物及びこれによらない場合は、監督職員と協議する。

以上の亜鉛鉄板で補強を施したものとする。

はJIS A 4009（空気調和及び換気用ダクトの構成部材）によるものとし、厚さ０．６ｍｍ

ボックスの材質について、特記がない場合は亜鉛鉄板製とする。ただし、グラスウール製とする場合

ステンレス製ダクトの板厚は、JIS A 4009 2017による。

吹出口及び吸込口ボックス●

ステンレス製ダクトの板厚●

●

機器に表示する内容は監督職員の指示による。

　　　　　　　　　　　　　　〇ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

７）　合成樹脂製支持受　　　※硬質ウレタンフォームに準ずるもの

　　　・廊下　　　　〇要　〇不要　〇図示　　　〇　　　　室　　〇要　　※不要

　　　・車庫　　　　〇要　　※不要　　　　　　〇一般居室　　　※要　　〇不要

　　　・屋上階　　　〇要　　※不要　　　　　　〇機械室　　　　〇要　　※不要

　　　・外壁廻り　　※要　　〇不要　　　　　　〇書庫、倉庫　　〇要　　※不要

６）　各場所に露出の保温を施さないダクト及び配管の塗装は以下による。

５）　車庫に露出のダクト及び配管の保温は、機械室による。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇カラー亜鉛鋼板　〇ステンレス鋼板

４）　弁・ストレーナなどの金属製カバー外装及びタンク類の保温外装材の種別は、次による。

３）　屋内露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は、原則、合成樹脂製カバー１とする。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇ステンレス鋼板

２）　屋外露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は次による。

　　　保温材が併記されている箇所は、いずれかを使用する。

１）　標準仕様書において、ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレンフォーム

ただし、地中配管の排水用塩ビライニング鋼管は、防食措置を行う。

する。

その他の管を地中配管する場合は、山砂等で管の周囲を埋め戻した後、掘削土の中の良質土を使用

●

●

●

ポンプ排水　　〇有り（〇汚物　〇雑排水　　〇雨水　〇湧水　　〇浄化槽２次側）　●無し

１）　汚水　　　※直放流下水管　　〇浄化槽

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）(※一般系統〇雑用水系統)

〇水道直結増圧方式（水道用直結加圧形ポンプユニット）

１）屋内配管〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）（※一般系統　　　〇飲料水系統）

排気フードの補強、支持金物、接合剤等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、排 気 フ ー ド

厨房用ダク トの板厚

１８００ｍｍを超えるもの　　　　　　　　　　　　　１．２ｍｍ

１２００ｍｍを超え１８００ｍｍ以下　　　　　　　　１．０ｍｍ

４５０ｍｍを超え１２００ｍｍ以下　　　　　　　　　０．８ｍｍ

４５０ｍｍ以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６ｍｍ

ダクトの長辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板厚

　※ステンレス鋼板（補強共）

材質は次による。

厨房用のダクトは亜鉛鉄板製とし、板厚は次による。

○

○

排気用ダクト　　〇割込み工法　　〇直付け工法

給気用ダクト　　〇割込み工法　　〇直付け工法ダ ク ト の 分 岐 方 法○

○

● ※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

〇アングルフランジ工法　　　　〇コーナーボルト工法ダ ク ト の 工 法

ダ ク ト の 種 別

気

換

設

備

廊下及び暗渠内の保温　〇要（図示）　　　※不要保 温○

汚水・雑排水と雨水　　　屋外　　●分流式　　〇合流式

汚水と雑排水　　　　　　屋内　　●分流式　　〇合流式

放流先

排水方式

加 入 金 等

管 の 埋 設 深 さ

水 栓 柱

弁 類

　　名称：

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　〇不要(申請手数料は本工事）

２）　構内車両通路　　　※６００ｍｍ　　　〇

１）　一般敷地　　　　　※３００ｍｍ　　　〇

特記なき場合、寸法は７０×７０×１３００Ｈ、取付け高さは約６００Ｈとする。

※合成樹脂製　〇ステンレス製

飲料水系統の弁類は厚生労働省基準に準じた鉛レスとする。

配 管 材 料

給 水 方 式

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　〇水道配水用ポリエチレン管（ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４）（呼び径７５以上）

　　　　　　〇耐震型高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（電気融着）

２）屋外配管〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　●耐震型高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(電気融着)

（地中配管）〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(保温厚 10mm)

　　　　　　●水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

●水道直結方式　　　〇ポンプ直送方式（小型給水ポンプユニット）　　　〇高置タンク方式

取 付 高 さ

備

設

具

器

生

衛

　　　洗面器　※８００　　〇７５０

１）　洗面器の取付高さ（床面より前縁上端まで）は次による。ただし、身体障害者用器具は除く。

排 煙 口 １）　形状　　　　　〇スリットフェース形　　　〇パネル形　　　〇ダンパー形

※亜鉛鉄板製　　　　〇普通鋼板製

●

排

水

設

備

●

〇

●

○

●

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

（図面特記部分は除く）

●

●

水

給

設

備

●

　　　とする。

４）　ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途工事

３）　復帰装置　　　〇手元復帰式（〇手動式　〇電気式）　　　〇遠方復帰式

２）　排煙口の開放　〇手動（〇機械式　〇電動式）　〇煙感知器連動

○

ダ ク ト の 材 料○

※アングルフランジ工法

〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

○

○

ダ ク ト の 工 法

ダ ク ト の 種 別

排 煙 対 象 部 分 〇廊下　　〇事務室　　〇図示　　　　　最大面積　　　ｍ2排

煙

設

備

○

保 温

保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編第３章第１節による。

上記以外で外気取入ダクトに保温を行う室：　※図示による

全熱交換器以降の外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　〇要　　※不要

全熱交換器までの外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　※要　　〇不要

外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　　　　　　　　　※要　　〇不要

浴室・厨房（多湿箇所）の外気取入ダクトの保温　　　　　　　　　　　　　　※要　　〇不要〇

●

施工する。

必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い

その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

施 工 基 準

施工監理チェックリスト

度版）に従う。

●

○ 石綿含有建材の事前調査

　こと。

1. 大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令に基づき実施する

施工に際し、施工手引き書である機械設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築課　令和元年

○ 冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、フロン排出抑制法に基づきフロンガスを全量回収し、大

気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、工法を用いないこと。

フ ロ ン の 回 収 等

消 火 設 備 の 種 類○

○ 保 温

配 管 材 料

（図面特記部分は除く）

○

配 管 材 料

給 湯 方 式

火

消

設

備

● 保 温

●

（図面特記部分は除く）

●湯

給

設

備

加 入 金 等

排

水

設

備

〇

配管材料●

（図面特記部分は除く）

６）　暗渠内（ピット内を含む）の空調用ドレン菅は保温（〇有　※無）とする。

３）　雨水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

４）　湧水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

２）　雑排水　　※直放流下水管　　〇浄化槽　　〇別途桝（建築工事）

１）　屋内汚水管　　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

２）　屋内雑排水管　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

〇連結送水管　　〇連結散水　　〇フード等用簡易自動消火装置　　〇屋外消火栓　〇消防用水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接手は圧送排水鋼管用可とう接手（JPF MDJ 003）による。

〇屋内消火栓　　〇スプリンクラー　　〇泡消火　　　〇不活性ガス消火

１）　一般配管　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇図示

２）　地中配管（屋内及び屋外）　　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

消火用充水タンクの保温を　※施工する（膨張タンクによる）　〇施工しない

消火用呼水タンクの保温を　※施工しない　〇施工する（膨張タンクによる）

屋外露出管の保温を　※施工する（給水管の保温仕様に準ずる）　〇施工しない

２）　ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書第２編第３章３．１．５の表２．３．５による。

〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

〇銅管（壁又は床埋設をする場合は、保温付被覆銅管を使用してもよい。）

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

１）　膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

〇中央式　　●局所式

　　　（ただし汚水・雑排水槽内は硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＦＶＤ）、屋外の地中

　　　　　　　　　　　　　　（樹脂製小口径桝との接続には、変換ソケットを使用する）

　　名称：

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　〇不要

６）　衛生器具との接続管　　　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　配管は硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。）

　　　　　　　　　　　　（湧水）　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

５）　ポンプアップ排水管（汚水・雑排水）※硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

４）　通気菅　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇コンクリート管

３）　屋外汚水・雑排水管　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）　　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　〇不要

※溶接工法

〇ネジ工法　　　　　　　　　　　　〇ＳＧＭ工法　　　　　　〇ＰＥ管工法

［屋外］　※ポリエチレン管

［屋内］　※配管用炭素鋼鋼管（白）　〇ガス用ステンレス鋼フレキ管

〇都市ガス発熱量　４５，０００ＫＪ／ｍ3（Ｎ）　●液化石油ガス（※５０ｋｇ　〇２０ｋｇ）

〇

（図面特記部分は除く）

配 管 材 料

● ガ ス の 種 類

○

○

〇 負 担 金

地下配管の 接合方法

ピ ッ ト 内 施 工 法

備

設

ガ

ス

項　目

〇室内気流及びじんあいの測定

〇風量調整（測定共）　〇室内気流及びじんあいの測定

3. 事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

4. 事前調査結果を作業場に備え付け、事前調査結果及び作業内容等を掲示すること。

5. 工事に係る部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事、請負金額100万円以上の建築物の改修工事

　等の事前踏査を実施したときは、その結果を工事開始前までに石綿事前調査報告システムにより労働基準監

　督署及び県（大津市内は大津市）に報告するとともに、発注者に書面で報告すること。

2. 石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規程する建築物石綿含有建材調査者等

　有資格者によるものとすること。

標準仕様書又は改修標準仕様書に規定する電気保安技術者をおくものとする。

当該施設の定める保安規定を（※適用　○準用）し、電気保安技術者が保安業務を行う。

６）次のアスベスト含有資機材は関係法令に従い適切に処理する。

　　　　　　　　○行わない

施工後確認試験　※行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準仕様書（建

事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

●保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　(保温厚 10mm)

(新設機器に限り)

※　工事工期を優先するため、搬入時期が不明確なものは代替品を考慮すること。

※搬入時期不明な材料は

　代替品を考慮すること。

　代替品を考慮すること。

※搬入時期不明な材料は

　代替品を考慮すること。

※搬入時期不明な材料は
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章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項滋賀県機械設備工事特記仕様書２

マンホールふた・弁桝ふた

厨房システム

ハロゲン化物消火システム

泡消火システム

不活性ガス消火システム

スプリンクラー消火システム

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

ＦＲＰ製パネルタンク

衛生器具ユニット

自動制御システム

風量ユニット（定風量、変風量）

衛生器具ユニット

鋳 鉄 製 ふ た

厨 房 機 器

タ ン ク

自 動 制 御

ダ ク ト 付 属 品

立形遠心ポンプ

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

横形遠心ポンプポ ン プ 類

消音ボックス付送風機

軸流送風機

斜流送風機

遠心送風機（多翼形送風機）送 風 機 類

全 熱 交 換 器 全熱交換器（回転形、静止形）

電気集じん器

自動巻取形エアフィルター

エアフィルター（パネル形、折込み形）空 気 清 浄 装 置

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

マルチパッケージ形空気調和機

コンパクト形空気調和機

パッケージ形空気調和機

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

ユニット形空気調和機空 気 調 和 機

冷 却 塔 冷却塔

遠心冷凍機

吸収冷温水機ユニット

吸収冷温水機

チリングユニット冷 凍 機

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）温 水 発 生 機

鋼製ボイラー

鋼製小型ボイラー

鋳鉄製ボイラー

鋼製簡易ボイラーボ イ ラ ー

品目

別表１＜機械＞

細目

消 火 装 置

使 用 機 材 製 造 者 指 定

製 造 業 者適用

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

機 材 名

配 管 類

弁 類

タ ン ク

ポ ン プ

量 水 器

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

防 振 継 手

排 水 金 物 類

マンホール類

グリストラップ

衛 生 陶 器 類

消 火 栓 箱

ボ イ ラ

瞬 間 湯 沸 器

給 湯 器

厨 房 機 器

ガス集合装置

ガスコック類

浄 化 槽

送 風 機

換 気 扇

全 熱 交 換 器

排 煙 機

冷 凍 機

冷温水発生機

冷 却 塔

空 調 機

放 熱 器

吹出口・吸込口

製 缶 類

自動制御機器

受 水 槽

ファンコイルユニット

防火･防煙･排煙ダンパー

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(ｺﾞﾑ)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(SUS)

LIXIL TOTO

ノーリツ リンナイ

三菱電機 日本キャリア パナソニック

●

●

●

●

●
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高専開設準備局事務所改修工事

現況　空調設備平面図
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沐浴室 調乳室

職員便所

会議室

FL+210

調理室

食品庫

身障者用便所
便所 (3)

湯沸室

保健室
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用具庫

便所 (2)

保育室
（そら）

廊下

（がんば）
保育室

テラス テラス

職員室

前室玄関

（れんげ）
未満児室

乳児室
配膳室

更衣室

廊下

（たんぽぽ）
乳児室

廊下

倉庫

用具庫

(2)

(1)物入

物入図書室

(1)
便所

（つくし）
保育室

（ちゅーりぷ）
保育室

BH CEF DG A

3,0005,0103,6952,3052,0953,800

8,0105,5703,1056,0006,0005,895

34,6002,215

4,8003,2105,5902,09011,1709,975

2,7002,1002,9857,90537.59,90037.5

1,9808,062.51,837.5

2,262.54,0001,800

2255,062.53,000
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C'X0 BX5 C A

ポ－チ

踏込

テラステラス
延焼ライン（3M）

建物中心線

延焼ライン（3M）

延
焼
ラ
イ
ン
（
3M
）

延
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ラ
イ

ン
（

3M
）

フローリング（置床）：撤去

FL+50

FL-50

建物サイン：撤去

方　位

N

3

9.5φx19.1φ

9.5φx19.1φ

※既設残置・流用室内機のﾊﾟﾈﾙは全台清掃を行うこと。
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切断

KPAC
1

KPAC
1

R

R

R

R

R

RR

R

空調ﾘﾓｺﾝ取外し

室内機残置

室内機残置

撤去

R

R

R

撤去

KPAC-1 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 天井埋込ｶｾｯﾄ形(四方向吹) 3 200 2 RYJ112L

撤去 ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 冷房:10.0kW　消費電力:3.53kW 室外機

暖房:11.2kW　消費電力:3.54kW

冷媒 R22 3.4kg　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ　架台　

備考
電源

台数
φ V KW

仕様名称記号

撤去空調機器表
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R
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R
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R R

R
R

R

R

R

R
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高専開設準備局事務所改修工事

現況　換気設備平面図
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会議室
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調理室

食品庫
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湯沸室
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用具庫
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保育室
（そら）

廊下

（がんば）
保育室

テラス テラス

職員室

前室玄関

（れんげ）
未満児室

乳児室
配膳室

更衣室

廊下

（たんぽぽ）
乳児室

廊下

倉庫

用具庫

(2)(1)物入 物入図書室

(1)
便所

（つくし）
保育室

（ちゅーりぷ）
保育室

BH CEF DG A

3,0005,0103,6952,3052,0953,800

8,0105,5703,1056,0006,0005,895

34,6002,215

4,8003,2105,5902,09011,1709,975

2,7002,1002,9857,90537.59,90037.5

1,9808,062.51,837.5
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FL+50

木製パーティション：撤去

木製パーティション：撤去

FL-50

トップライト部
暗幕：撤去

建物サイン：撤去

方　位

N

木製パーティション+棚：撤去
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150φ

FD

150φ

150φ

200φ

換気扇清掃
換気扇清掃

換気扇清掃

換気扇清掃

換気扇清掃

換気扇清掃

換気扇清掃

換気扇清掃

100φ
ﾌﾚｷﾀﾞｸﾄ撤去
ﾊﾟﾈﾙ閉塞



高専開設準備局事務所改修工事

現況　給排水設備平面図
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湯沸室
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用具庫
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保育室
（そら）
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（がんば）
保育室
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前室玄関

（れんげ）
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配膳室

更衣室

廊下

（たんぽぽ）
乳児室

廊下

倉庫

用具庫

(2)(1)物入 物入図書室

(1)
便所

（つくし）
保育室

（ちゅーりぷ）
保育室

BH CEF DG A

3,0005,0103,6952,3052,0953,800

8,0105,5703,1056,0006,0005,895

34,6002,215

4,8003,2105,5902,09011,1709,975
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トップライト部

暗幕：撤去

建物サイン：撤去

方　位
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木製パーティション+棚：撤去
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別途詳細図参照
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参考図参考図

参考図

既設配管ﾙｰﾄが不明のため、室内にて改修
または、部分改修

既設配管ﾙｰﾄが不明のため、室内にて改修
または、部分改修

既設配管ﾙｰﾄが不明のため、室内にて改修
または、部分改修

20

32

KHWG
1

撤去

配管切断後
壁面にてﾌﾟﾗｸﾞ止め

配管切断を示す。 配管切断を示す。

配管切断を示す。

撤去衛生器具表

器具名称 付属品 個
数

洋風便器 ﾛｰﾀﾝｸ　止水栓　床排水　暖房便座　他付属品一式 1

和風便器 ﾛｰﾀﾝｸ　止水栓　床排水　他付属品一式 1

小便器 床置形　ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ　他付属品一式 1

洗面器 壁掛　自動水栓(電池式)　他付属品一式 1

器具名称 付属品 個
数

幼児用便器 ﾛｰﾀﾝｸ　止水栓　床排水　他付属品一式 2

幼児用便器 ﾌﾗｯｼｭﾀﾝｸ　止水栓　床排水　他付属品一式 2

幼児用小便器 自動洗浄弁　床排水　他付属品一式 3

小便器用手摺 固定金具 1

L形手摺 固定金具 1

汚物流し ﾛｰﾀﾝｸ　止水栓　床排水　他付属品一式 1

掃除用流し 床排水　 1

自動水栓 電池式 3

横水栓 2

器具名称 付属品 個
数

幼児用便器 ﾛｰﾀﾝｸ　止水栓　床排水　他付属品一式 3

幼児用小便器 自動洗浄弁　床排水　他付属品一式 3

小便器用手摺 固定金具 1

I形手摺 固定金具 1

掃除用流し 床排水　 1

自動水栓 電池式 3

横水栓 2

撤去衛生器具表

撤去衛生器具表

25

20

20

20

撤去衛生機器表

記号 名称 仕様
電源

台数 備考
φ V W

KHWG-1 ｶﾞｽ給湯器 壁掛形 強制排気 1 100 67 1 RUX-V2015SFFUA-E

LPｶﾞｽ用　20号 排気ﾄｯﾌﾟ 他

50

75

75

20

65

高専開設準備局事務所改修工事

現況　給排水設備部分詳細図
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高専開設準備局事務所改修工事

改修　空調設備平面図
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前室玄関

受付・執務室

配膳室

更衣室

廊下理事室

廊下

倉庫

用具庫

物入（1） 物入（2）打合せスペース

男子便所2

執務室3執務室4

BH CEF DG A

3,0005,0103,6952,3052,0953,800

8,0105,5703,1056,0006,0005,895

34,6002,215

4,8003,2105,5902,09011,1709,975

2,7002,1002,9857,90537.59,90037.5

1,9808,062.51,837.5

2,262.54,0001,800
2255,062.53,000
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C'X0 BX5 C A

ポ－チ

踏込

テラステラス

FL±0

1

1

2

1
1

1

2

1

1

3

プロパン庫

4

方　位

凡　　　　　　例

N
1 LGS50下地　シナ合板 ｱ5.5　ST　GW ｱ50充填

2 既存タタミ敷下地　カーペット敷

3 建物サイン　H200×W1500　アルミ複合板

4 建物サイン　H1500×W200　アルミ複合板

5

5 LGS65下地　シナ合板 ｱ5.5　ST

局長室

5

前室

7

RTYJ56FT
冷媒R22 2.4kg

RTYJ56FT
冷媒R22 2.4kg

PUH-5C(水熱源)
冷媒R22　3.8kg

RA25

RYJ140L
冷媒R22 3.7kg

RYJ80L
冷媒R22 3.0kg

RTYJ40LV
冷媒R22 1.7kg

RYP160B
冷媒R407C 4.1kg

RZYP160A
冷媒R410A 3.4kg

RZYP160A
冷媒R410A 3.4kg

RYJ160L
冷媒R22 3.4kg

RYJ112L
C:10.0kW H:11.2kW
冷媒 R22　3.4㎏

RYJ80L
冷媒R22 3.0kg

9.5φx15.9φ,VP25
(天井下)

※既設残置・流用室内機のﾊﾟﾈﾙは全台清掃を行うこと。

25

PAC
1

PAC
1

R

R

R

R

R

RR

R

空調ﾘﾓｺﾝ再取付

ﾄﾞﾚﾝ側溝放流

9.5φx15.9φ,VP25
(天井下)

新設空調機器表

記号 名称 仕様
電源

台数 備考
φ V KW

PAC-1 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 天井吊形 3 200 2 SZRH112C

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 冷房:10.0kW　消費電力:2.72kW (参考)

暖房:11.2kW　消費電力:2.70kW

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ架台 転倒防止金物

他付属品一式

R

R

R

R

R-D

R-D



高専開設準備局事務所改修工事

改修　給排水設備平面図
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新設衛生器具表

器具名称 参考品番

注)①衛生器具類は、一般地域仕様とする。

電源 合
計

男
子
便
所
１

男
子
便
所
２

女
子
便
所

付属品  　②陶器色等は､現場指示とする。 

　 ③付属品には必要部材一式を含む。

　 ④販売終了品の場合は現行品にて再選定し協議を行うこと

洋風便器 CS597BMS 床給水床排水 防露密結ﾀﾝｸ 棚付二連紙巻器 ｿｹｯﾄ 止水栓 他付属品一式
3 1 1 1

(暖房温水洗浄便座) TCF588 便器洗浄ﾘﾓｺﾝ無 擬音装置 消費電力 314W 固定金具 他付属品一式 1φ100V

洋風便器 CS597BMS 床給水床排水 防露密結ﾀﾝｸ 棚付二連紙巻器 ｿｹｯﾄ 止水栓 他付属品一式
4 1 1 2

(暖房便座) TCF226 脱臭装置 着座ｾﾝｻｰ 消費電力 56W 固定金具 他付属品一式 1φ100V

小便器 UFH507CR 床置小便器 自動洗浄弁(電池式) 固定金具 他付属品一式 6 2 4

洗面器 L210C 壁掛形 台付自動水栓(電池式) 床排水 床給水 止水栓 他付属品一式 5 1 2 2

擬音装置 YES400DR 電池式　後付ﾌﾟﾚｰﾄ　他付属品一式 4 1 1 2

化粧鏡 YM4560F 450x600　固定金具　他付属品一式 1 2 14
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